
 平成 24 年 2 月誠 意 正 心 

平成２４年の年頭に当たって 
法人の基本理念は『誠意正心』－ご利用者の幸せを創り出すために誠心誠意努力しますー

と定めています。そして行動指針として次の３つを掲げています。 

 ● 人権の尊重  ● 地域社会への貢献 ● 人財育成 

今年は組織の改変を行います。若い人たちが自ら学び自己の考えを持ち、発表し、実行に  

移すことのできる活気に満ちた施設へと更なる一歩を職員一丸となって踏み出していけることを

願ってのことです。 

ご利用者の皆さんに「天心会との出会いがあってよかった」と思っていただけるお手伝いを最

優先して行うことで、自らもやりがいと生きがいを感じることのできる職場とし、その組織と経験を

地域社会のために率先して役立てることのできる組織を目指します。２２５人の職員が心を一つ

にして健全な歩みを進めたいと思います。どうぞご指導ご鞭撻を賜りますようお願いいたします。                       

中野 菊乃 

 

竜爪高山付近より富士山を望む 



 

今年は「辰(竜)年」 

 毎年の恒例となりました「竜爪園デイサービス 

パレットによる利用者と一緒に作る今年の干支」が

年末から竜爪園玄関ロビーに展示されています。 
 製作者の一人、職員の大槻さんに聞いてみました。 
「製作には約 3ヶ月かかりました。材料はダンボー
ル箱 3箱、新聞紙、色紙等々です。四角い箱にいか
に丸みを持たせるかが難しく苦労しました。また、1
枚のうろこは 3枚の色紙からできていて、そのうろ
こは全体で 1500枚あまりになります。大変な作業 

でしたが満足いく仕上がりになりした。できれば『玉

を持った手』を付けたり、『雲』の仕上げを一工夫し

たかったのですが、そこまでやると半年以上かかっ

てしまいそうですね(笑)。利用者さんと一緒に楽し
みながらつくれました」と。 
 毎朝デイサービスご利用 
のお客様が「今日も私たち 
が作ったのが飾ってあるね」 
とうれしそうに通りすぎます。 

竜爪園職員が獅子舞を披露 
 1 月 6 日、竜爪園職員による「獅子舞」が全部署を
巡業するかたちで披露されました。 
元気に踊りまわる獅子は若者に限ります。年老いた

獅子ではこんなに身軽に踊れません。昨年同様今年も 

「逆立ち」を演じます。演技がうまく決まると大きな

歓声があがります。迫力ある演技に、見ている方の

反応もさまざま。喜んだり、怖がったり、獅子の頭を

なでてみたりと見ているこちらが楽しんでしまいま

す。そんな皆さんを見ていると、今年一年良い年で

あることを願わずにはいられませんね。 

動じないタイプ。 

魔術をかけているよう。 とても喜んでくださってます。 

恋をしているような表情。 威勢よく踊る獅子舞。勤務終了後の練習の成果があったようです。 

○竜爪園の年でしょうか？ 



 
 
認知症デイサービスでは、日々の生活動作を重視し、利用者さんに 

タオルたたみやテーブル拭きなどのお手伝いをしていただき、生活 

リハビリを行っています。 

こうした生活リハビリの中では、利用者さん同士「どうやるの？」

「これは、こうするんだよ」と会話をする姿も見受けられ、コミュニ

ケーションが生まれています。 

また、「今日はタオルはないのか？」「私もやりたい」という声も  

上がり、こうした意欲的な気持ちを尊重すると共に、機能低下の防止

に努めています。 

生活リハビリ 

タオルたたみ 

お知らせ 
 

 2 月の交流会には多くのご参加をお待ちしております。当日の園の行事は「喫茶店」です。

３ヶ月に一度ではありますが、喫茶店の雰囲気を利用者の方に感じて頂く企画です。    

是非この機会に午後のひと時、お茶を飲みながら語らいませんか。2月の日程は下記の通り

です。 

記 

日時 ： 2 月 7日（火）14：00～15：30 

会場 ： 玄関ロビー（参加者が多数の場合はほっこら会議室） 

 

テーブル拭き 

おしぼり作り 洗濯干し 



 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

16 日（木）10時半：なごみ会（各ユニット） 

20 日（月）10時半：ひびきの会（ほっこら） 

22 日（水）10時半：灯会（2階） 

 

22 日（水）10時半：恒友会（2階） 

14 時半：静岡教会（3・4階） 

23 日（木）10時半：おたまじゃくしの会（ほっこら） 

27 日（月）10時半：ひびきの会（2階） 

発行・印刷 

社会福祉法人 天心会 

特別養護老人ホーム竜爪園 

〒420-0903 

静岡市葵区長尾 89の１ 

 竜爪園の介護やサービスについて、皆様からのご意見・ご要望などをお伺いしたいと

考えています。施設に備え付けのご意見箱や電子メール、電話､ファックス等により、お

気軽にご意見をお寄せください。 

    電話 ０５４-２６５-３８３８                      ＦＡＸ ０５４-２６５-１３５０ 

電子メール ryusouen@love.or.jp             http://www.love.or.jp 

ボランティア 

 

 

12 月ボランティアにご来園下さった方々 

ひびきの会 なごみ会 おたまじゃくしの会 灯会 恒友会 静岡教会（敬称略） 

 

冬場は空気が乾燥するため、健康な人でものどや口の中が渇きがち

になります。高齢者では、さまざまな全身の病気や、飲んでいる薬の  

副作用などによっても、口が渇くことがあります。口の渇きの副作用

がある薬には、降圧剤、抗ヒスタミン剤、尿失禁治療薬、抗うつ薬、

睡眠導入薬などです。服用を中止するわけにはいかないことが多いの

で、口の乾燥を防ぐ対策をとりましょう。 

 
● 室内の湿度を上げる 

最適な湿度は40～60％。冬は暖房によっても乾燥しやすいので、加湿器を利

用します。２時間に一度は窓を開け、新鮮な空気を入れ換えることも有効です。 

● マスクを着用する 

高齢者は口の周りの筋力が弱まり、常に口を開けがちになるので、マスクを着 

用して乾燥を防ぎましょう。 

● 唇を保護する 

唇の乾燥には、濡れたガーゼで覆ったり、リップクリームやワセリンを塗った

りして保護します。  

● 刺激のある食べ物を控える 

塩分、香辛料、カフェインを含むコーヒー、紅茶、緑茶なども、摂り過ぎれば

渇きの原因になります。 

 

 


